
そうじゃ  議会だより
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答

使
用
の
１
時
間
前
に
予
熱
し

て
い
る
。
ホ
ー
ル
は
広
い
の
で
、

適
正
温
度
に
な
る
よ
う
考
え
る
。

問

学
校
の
耐
震
化
を
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、

設
計
、
施
工
管
理
を
全
て
任
す
と
、

管
理
監
督
を
す
る
職
員
の
専
門
知

識
が
必
要
に
な
る
が
、
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
も
、
設
計
、
施
工

管
理
は
専
門
業
者
に
委
託
す
る
と

と
も
に
、
建
設
部
の
専
門
職
員
が

施
工
管
理
に
携
わ
っ
て
い
る
。
建

設
部
と
も
調
整
し
、
更
な
る
責
任

あ
る
管
理
監
督
体
制
で
臨
む
。

問

財
源
が
足
り
な
い
た
め
、
地

方
交
付
税
の
不
足
分
を
臨
時
財
政

対
策
債
で
借
り
、
後
に
交
付
税
措

置
が
な
さ
れ
る
が
、
き
ち
ん
と
で

き
て
い
る
か
。
合
併
特
例
債
も
、

基
準
ど
お
り
交
付
税
措
置
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
交
付
税
の

算
定
に
入
っ
て
い
て
も
、
実
際
の

交
付
額
は
少
な
い
こ
と
は
な
い
か
。

答

臨
時
財
政
対
策
債
、
合
併
特

例
債
は
、
交
付
税
を
算
定
す
る
上

で
そ
れ
ぞ
れ
の
償
還
額
を
基
準
ど

使
用
期
間
を
１
か
月
と
し
て
い
る
。

問

総
社
吉
備
路
文
化
館
と
い
う

名
称
は
堅
苦
し
い
。
市
民
が
親
し

め
る
名
称
に
は
な
ら
な
い
か
。

答

吉
備
路
郷
土
館
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
た
施
設
で
あ
る
。
吉
備

路
風
土
記
の
丘
に
あ
り
、
文
化
施

設
で
あ
る
か
ら
総
社
吉
備
路
文
化

館
と
し
た
が
、
多
く
の
方
に
親
し

ま
れ
る
愛
称
の
募
集
も
考
え
た
い
。

◎
以
上
の
よ
う
な
質
疑
、
答
弁
が

な
さ
れ
た
後
、
委
員
か
ら
「
文

化
館
の
使
用
期
間
を
１
か
月
か

ら
７
日
に
す
る
」
旨
の
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
修

正
議
決
し
ま
し
た
。

【
平
成

【
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
予
算

年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第

（
議
案
第
3838
号
）
審
査
特
別
委
員

号
）
審
査
特
別
委
員

会
総
務
文
教
分
科
会
】

会
総
務
文
教
分
科
会
】

問

市
民
会
館
の
ホ
ー
ル
の
空
調

は
、
文
化
活
動
の
際
、
観
客
が
快

適
に
過
ご
す
た
め
の
も
の
だ
。
１

時
間
前
に
予
熱
を
入
れ
て
、
冷
え

切
っ
た
建
物
が
暖
ま
る
の
か
。
文

化
振
興
を
考
え
る
な
ら
ば
、
使
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
精
神
で
研
究

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

市
当
局
は
、
吉
備
路
郷
土
館

譲
渡
の
際
、
市
内
に
展
示
施
設
が

少
な
く
て
困
っ
て
い
る
の
で
展
示

施
設
を
是
非
作
り
た
い
と
説
明
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
条
例
案
で
は
、

同
じ
人
が
１
か
月
使
用
で
き
る
よ

う
に
規
定
し
て
い
る
。
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
６
日
間
、
市
民
会
館
や

体
育
施
設
も
１
週
間
以
上
と
は
し

て
い
な
い
が
、
支
障
が
な
い
。
総

社
吉
備
路
文
化
館
も
１
週
間
と
し
、

事
情
に
よ
り
延
長
可
能
に
し
て
お

け
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答

企
画
展
の
開
催
を
想
定
し
、

総
務
文
教
委
員
会

　

本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
８
件
で
あ
り
、
議
案
第
15
号

は
修
正
議
決
、
議
案
第
15
号
以
外

は
原
案
ど
お
り
可
決
等
し
ま
し
た
。

◎
総
社
市
防
災
会
議
条
例
及
び
総

社
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一

部
改
正
（
議
案
第
13
号
）

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
、
構

成
委
員
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

問

改
正
前
の
防
災
会
議
の
所
掌

事
務
に
は
情
報
収
集
の
規
定
が

あ
っ
た
が
、
改
正
後
は
そ
の
規
定

が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

法
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

防
災
会
議
は
重
要
事
項
の
審
議
と

い
う
部
分
を
明
確
に
し
、
災
害
対

策
本
部
で
現
場
の
情
報
収
集
を
行

う
よ
う
所
掌
事
務
を
整
理
し
た
。

◎
総
社
市
総
社
吉
備
路
文
化
館
条

例
の
制
定
（
議
案
第
15
号
）

　

旧
県
立
吉
備
路
郷
土
館
の
譲
渡

を
受
け
て
改
修
す
る
総
社
吉
備
路

文
化
館
の
設
置
条
例
で
す
。

◎
陳
情
第
２
号
「
年
金
2.5
％
の
削

減
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
」

　
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
以
前
か

ら
決
め
ら
れ
て
お
り
、
陳
情
の
趣

旨
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」、
あ

る
い
は
、「
切
実
な
生
活
を
反
映

し
た
声
だ
。
願
い
に
沿
っ
て
負
託

に
応
え
る
べ
き
」
な
ど
、
賛
否
両

方
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

【
平
成

【
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
予
算

年
度
一
般
会
計
予
算

（
議
案
第

（
議
案
第
3838
号
）
審
査
特
別
委
員

号
）
審
査
特
別
委
員

会
厚
生
分
科
会
】

会
厚
生
分
科
会
】

問

生
活
保
護
扶
助
費
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
何
か
。

答

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
自
立
支

援
相
談
員
等
の
支
援
で
自
立
に
向

け
努
力
し
て
お
り
、
本
市
の
生
活

保
護
世
帯
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て

い
な
い
。
就
労
や
年
金
受
給
で
、

廃
止
が
60
世
帯
あ
っ
た
。

問

井
原
鉄
道
の
ワ
ン
コ
イ
ン
デ

ー
は
超
満
員
で
あ
る
。
真
備
や
井

原
駅
前
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
だ
が
、

総
社
は
終
点
で
あ
り
な
が
ら
甘
酒

一
杯
程
度
し
か
な
い
。
も
っ
と
ア

て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
・

教
育
等
の
関
係
者
が
連
携
す
る
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

問

受
診
を
抑
制
す
る
と
重
篤
化

す
る
こ
と
も
あ
る
。
何
を
も
っ
て

適
正
受
診
と
言
う
の
か
。

答

医
療
費
削
減
の
み
を
考
え
て

い
る
の
で
は
な
い
。
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
も
考
え
て
い
き
た
い
。

◎
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
（
議
案
第
39
号
）

問

国
民
健
康
保
険
税
の
未
納
者

に
対
す
る
新
た
な
収
納
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答

お
知
ら
せ
の
回
数
を
増
や
し
、

新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し

た
。
納
税
が
滞
り
始
め
た
ば
か
り

の
未
納
者
へ
は
、
電
話
連
絡
に
よ

る
催
告
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
平
成
25
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
（
議
案
第
41
号
）

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業

務
を
委
託
し
て
１
年
が
経
過
す
る

が
、
地
域
に
よ
っ
て
差
は
な
い
か
。

答

レ
ベ
ル
の
高
い
平
準
化
を
保

つ
た
め
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

の
研
修
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。

会
条
例
の
制
定（
議
案
第
17
号
）

　

市
民
活
動
団
体
等
が
企
画
立
案

し
た
事
業
を
審
査
・
評
価
し
、
選

ば
れ
た
事
業
に
補
助
金
を
交
付
す

る
市
民
提
案
型
事
業
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
審
査
や
評
価

を
行
う
た
め
、
審
議
会
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問

補
助
金
を
毎
年
度
交
付
し
て

い
る
団
体
も
市
民
提
案
型
事
業
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
自
立
し
て
い

く
よ
う
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答

各
団
体
の
基
本
的
な
活
動
を

越
え
る
部
分
は
、
市
民
提
案
型
事

業
の
対
象
と
な
る
。

◎
総
社
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
議
案
第
18
号
）

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
市
指
定
の

ご
み
袋
に
10
リ
ッ
ト
ル
袋
を
加
え

る
こ
と
な
ど
を
改
正
し
て
い
ま
す
。

◎
総
社
市
医
療
費
適
正
化
推
進
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定

�

（
議
案
第
21
号
）

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
生
活
の

質
の
維
持
向
上
の
た
め
、
年
々
増

加
す
る
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

お
り
計
上
し
て
お
り
、
交
付
税
に

算
入
さ
れ
て
い
る
。
臨
時
財
政
対

策
債
は
金
融
機
関
の
起
債
の
利
率

で
は
な
く
国
の
利
率
で
計
算
さ
れ

る
が
、
そ
れ
以
外
は
全
額
交
付
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

厚
生
委
員
会

　

本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
17
件
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
、
陳
情
１
件
は
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）（
議
案
第
３
号
）

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・	

事
業
費
の
確
定
及
び
確
定
見
込

み
に
伴
う
補
正

・	

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
１
千
万
円
の
増
額

問

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金
に
は
、
か
な
り
の

税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
せ
め

て
１
年
間
は
、
月
に
１
度
程
度
は

デ
ー
タ
を
回
収
し
て
追
跡
調
査
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

◎
総
社
市
市
民
提
案
型
事
業
審
議

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

総社吉備路文化館として生まれ変わる旧吉備路郷土館


